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数値予報とは（気象庁HP）

 数値予報は、物理学の方程式により、風や
気温などの時間変化をコンピュータで計算して
将来の大気の状態を予測する方法です。気象
庁は昭和34年にわが国の官公庁として初めて
科学計算用の大型コンピュータを導入し、数値
予報業務を開始しました。その後、数値予報モ
デルの進歩とコンピュータの技術革新によって、
今日では数値予報は予報業務の根幹となって
います。

 数値予報を行う手順としては、まずコンピュー
タで取り扱いやすいように、規則正しく並んだ格
子で大気を細かく覆い、そのひとつひとつの格子
点の気圧、気温、風などの値を世界中から送ら
れてくる観測データを使って求めます。これをもと
に未来の気象状況の推移をコンピュータで計算
します。この計算に用いるプログラムを「数値予
報モデル」と呼んでいます。
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（１次元・線形）浅水波方程式

条件設定

実験領域

差分法

格子の大きさ

初期・境界条件

パラメーター
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2011年東日本津波
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データ

統合化
（予測・再解析）

観測 理論

モデル

生物

化学 エネルギー

海事

基礎的

応用的

生態系
水産

環境問題
化学トレーサー

自然エネルギー
海底資源

海上輸送
防災
海難救助
漂流物

現場
衛星

巨大 スパコン

feedback 海洋物理学
大気・相互作用

力
学

海洋（と大気）研究：統合的アプローチ

データ同化
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What is OO?
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作戦・現業・実用・・・



エチゼンクラゲの大発生

時刻：2005年9月20日14:50
場所：隠岐島西方
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急潮被害
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急潮により破壊された鉄ブイ

切断された直径36mmのワイヤーロープ

被害総額：約53億円 (2004)



複雑な海況によって漁場探索では
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漁場Ａ 漁場Ｂ

漁場C◎

魚が少ない！
漁場Cへ！

１0回に1，2回は
空振りで帰港

今日も、昨日大漁
した漁場Ａへ！

潮が速い！
漁場Bへ！

ロスが多い!!

× ×



沿岸漁業の支援戦略

漁家経営が好転する

↑
経費の節減・収益性改善

↑
ICT利用の漁業

↑
漁場が分かる

↑
高精度の沿岸海況予測

↑
高密度の沿岸観測
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平衡⽯の分析によって推定された
ケンサキイカの移動ルート
(Yamaguchi et al., 2015) 佐賀県沿岸の定置網における

ケンサキイカ漁獲量

佐賀県付近(130E, 3340′N)50m深
モデル⽔温・塩分変化(JADE2)

2015年

塩分
水温

5月 6月 7月

5月 6月 7月

漁況と海況の関係：ケンサキイカ
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 「経験や勘」を可視情報で浮かび上がらせる

技術伝承を容易にする＝新規就業者を応援

親方

新規就業者

海況情報の可視化
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